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ほうきとパンケーキ

Photo Caption: 成功しているライオンズの資金獲得活動には、パンケーキの朝食や掃除用具の販売が含まれています。
1977年に入会したジム・アービンはその数週間後、米国ジョージア州のアルバニー・ライオンズクラブの仲間からある重要な仕事を頼まれました。それはジョージア・ライオンズ・ライトハウス財団の資金を集めるために、ほうきとモップを売ることでした。

「私たちはドアを叩いて回りました」と、1999年に国際会長になったアービンは振り返ります。「ライオンズが訪問する日はラジオやテレビで宣伝されていたので、多くの住民がその時までほうきやモップの購入を待っていてくれました。」

パンケーキの朝食、バーベキュー、魚のフライ、焼いたソーセージなど、ライオンズの資金獲得行事に隣人が集まってくると、共同体意識が大いに高まったものです。彼らが各地で行う事業の中には、全国規模のプログラムへと発展し、毎年数百万ドルを集めるようになったものもあります。例えば、オーストラリア、カナダ、南アフリカの起業家精神あふれるライオンズが黄金に変えているささやかなフルーツケーキです。

クリスマスの季節にライオンズのフルーツケーキを売ることは、1951年にカナダのケベック州モントリオールで始まりました。当初は家で焼かれ、家族、友人、隣人に売られていましたが、今では大きな製パン所で生産され、クリスマスの色とライオンズの紋章で包まれ、インターネットを通じて販売されています。

1965年に「ライオンズ視力保護クリスマスケーキ」として始まったオーストラリアのプログラムは、クリスマス休日の大切な伝統となっています。全国ケーキ委員会の指示のもと、品揃えはクリスマスプディングを含むものへと拡大され、毎年の売上は600万豪ドルを上回るまでに増えました。
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くじ引きからアヒルのおもちゃのレースに至るまで、ライオンズは特別な行事にも才能を発揮してきました。それらは地域社会を結び付け、資金集めを常に楽しいものにしています。ネパールでは、象のサッカー・トーナメントで募金を集めました。米国ニューハンプシャー州エッピングでは、青く塗った顔と毛羽立ったブルーのつなぎを着て、素性を偽る漫画のキャラクターであるスマーフに扮し、カヌーレースを行いました。
人々にとって喉から手が出るミントやキャンディーバーは言うに及ばず、必要なほうき、モップ、電球などの品々を売ることは、何十年にもわたってライオンズが地元で行う資金獲得事業の定番となっています。

「彼らが言うように」とアービンは語ります。「ニーズがあるところに、ライオンズがいるのです。」
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